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介護予防リハビリ体操補助ロボット「たいぞう」の開発 

―体操指導現場を明るくし、高齢者の体操参加意欲が向上― 

 

平成 21 年 9 月 10 日 

独立行政法人 産業技術総合研究所 

ゼネラルロボティックス株式会社 

茨城県立健康プラザ 

独立行政法人 科学技術振興機構 

 

■ ポイント ■ 

・ 介護予防リハビリ体操の体操指導士と一緒に体操を行う人間型ロボット。 

・ 身長 70 cm で、26 個の関節を持ち、約 30 種類の介護予防リハビリ体操を実行可能。 

・ 短期リースでの事業化を予定。 

 

■ 概要 ■ 

 独立行政法人 産業技術総合研究所【理事長 野間口 有】（以下、「産総研」という）知能

システム研究部門 比留川 博久 研究部門長は、ゼネラルロボティックス株式会社【代表取

締役社長 五十棲 隆勝】（以下、「ゼネラルロボティックス」という）、茨城県立健康プラザ

【管理者 大田 仁史】（以下、「健康プラザ」という）と共同で、介護予防リハビリ体操の

体操指導士を補助できる人間型ロボット「たいぞう」を開発した。 

 たいぞうは、体操参加者からも見やすい大きさ（身長 70 cm）とキャラクター性、体操を

実行できる十分な関節数（26自由度）を持ったロボットで、体操指導士が簡単に指示でき

るユーザーインターフェースを備えている。また、いすに座って行う体操を中心に、約 30

種類の介護予防リハビリ体操を実行でき、体操指導士や体操参加者との間で簡単な音声対

話を行う機能も備えている。たいぞうを体操指導現場で活用することにより、対象となる

高齢者の体操参加意欲を向上させるとともに、体操指導士がより効果的な指導を行うこと

ができると期待される。 

なお、本開発成果は、独立行政法人 科学技術振興機構（以下、「JST」という) 地域イノ

ベーション創出総合支援事業 イノベーションサテライト茨城における育成研究課題の一

環として得られた。 

     は別紙【用語の説明】参照 

     

たいぞうの外観         たいぞう(22 軸仕様)内部構造 
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■ 開発の社会的背景 ■ 

 わが国は急速に少子高齢化社会に移行しつつあり、2005 年から 2025 年の 20 年間に 65 歳

以上の高齢者人口は 2,576 万人から 3,635 万人へと増加すると予測され（国立社会保障・

人口問題研究所「日本の将来推計人口」、2006 年 12 月）、これに伴い、要介護者数の増加も

見込まれる。したがって、要介護者数の増加を抑制し、要介護レベルを改善することが求

められており、その 1つの手段としてロボットの活用が期待されている。 

 

■ 開発の経緯 ■ 

産総研 知能システム研究部門 ヒューマノイド研究グループの研究成果を活用するこ

とにより、ゼネラルロボティックスは小型ヒューマノイドロボット HRP-2m（通称：チョロ

メテ）を開発・製品化した。一方、健康プラザでは、大田 仁史 管理者が介護予防リハビ

リ体操（通称：シルバーリハビリ体操）を考案し、その普及活動を行ってきた。 

介護予防リハビリ体操とは、その名前のとおり介護予防を目的とする体操で、関節の運

動範囲を維持・拡大し、筋肉を伸ばすことによって、立つ・座る・歩くなどの日常生活を

楽にすることができる。身体部位に合わせて約 300 種類の体操が考案されており、体操指

導現場ではそのうちの約 30 種類の介護予防体操が指導されている。茨城県は、介護予防リ

ハビリ体操として「シルバーリハビリ体操」を指導するボランティアの体操指導士（通称：

シルバーリハビリ体操指導士）の育成事業を展開しており、現在 2,700 名以上のシルバー

リハビリ体操指導士が誕生して各地で活動している。 

 大田 仁史 管理者は、体操に参加する高齢者の意欲向上のため、体操を実演できるロボ

ットの活用構想を長年温めてきたところ、JST 地域イノベーション創出総合支援事業 イノ

ベーションサテライト茨城【館長 後藤 勝年】における育成研究課題として、その構想の

実現が図られることとなった。本課題は 2007 年 1 月に開始され、人間型ロボット「たいぞ

う」の試作につながった。 

 これまで、たいぞうは 2007 年 11 月の「茨城ねんりんピック」、2008 年 11 月の「介護の

日」等で試作機として披露されたり、シルバーリハビリ体操の指導現場で実証試験を重ね

たりしてきたが、この度開発と実証試験を完了したので最終成果を発表することとした。 

 

■ 研究の内容 ■ 

 たいぞうのロボットハードウエアとしては、新たに開発した軸剛性の高いサーボモータ

ーモジュールと軽量高剛性の板金機構とを組み合わせ、体操を安定して実行できる剛性を

備えたものを開発した。体操の主要な動作を表現するため、肩のヨー軸と腰のピッチ・ヨ

ー軸を含め、全体で 26 自由度を持っている。 

 サーボモーターモジュールは、モーターの現在角度を読み出すためのエンコーダーを搭

載していること、出力軸の軸受けを両持ちにするとともに剛性の高い構造で支持して軸剛

性を高めたこと、身長 70 cm のロボットを駆動できる大きな出力トルクを持つことが特徴

である。さらに、デジタル入出力およびアナログ入力のインターフェースを有しているた

め、サーボモーターモジュールに直接センサーを接続することが可能となっている。これ

らの特徴は、中型以上のロボットでは一般的であるが、ホビー用などを主な用途とする小

型のサーボモーターモジュールではこれまで開発例がなかった。 

 ロボットの構造体は、素材配置の適正化と閉断面の活用によって薄板板金構造の高剛性

化を実現し、身長 70 cm という比較的大きなロボットの動作を安定に実行することが可能

となった。 

体操動作の生成には、産総研の人間型ロボットの動作生成技術を応用し、いすに座った

状態での体操動作を容易に生成する方式を開発した。 
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音声認識には、連続音声認識コンソーシアムの成果物でありオープンソースで開発され

ている汎用音声認識エンジンJuliusの記述文法音声認識機能を使用した。JuliusとRTコン

ポーネント化された対話制御エンジンSEAT/SATによる文脈に応じた動的な認識モデルの切

り替え機能とを組み合わせることで、柔軟な音声対話機能を実現した。この音声対話機能

を用いると、約 30 種類の体操の再生制御ができる。また、音声対話機能を用いて、体操の

開始前や体操の合間などに場を和ませるための簡単なやりとりを行うことが可能である。 

 これまでの実証実験では、前期高齢者に属する体操指導士が体操指導の際にたいぞうを

使用できることが確認された。また、他の体操指導士の報告によれば、指導現場にたいぞ

うがいて一緒に体操すると体操参加者が普段よりも集中して体操に取り組む傾向が見られ、

体操参加者の意欲向上に対する一定の効果が認められた。 

 たいぞうは、単にシルバーリハビリ体操指導士と一緒になって共に体操動作を表現して

見せるという機能を持っているだけではない。体操現場にたいぞうがいることで、体操指

導士と体操参加者から構成される体操指導の現場が和んだり明るくなり、ともすれば身体

を動かしたり、会に参加したりすることに消極的で傍観者的な立場になりがちな高齢者の、

体操への参加意欲の向上に貢献することが期待される。また、体操指導士がたいぞうを活

用することで、より効果的な指導ができるようになり、介護予防の啓発運動にもつながる

と考えられる。 

 

■ 今後の予定 ■ 

たいぞうは、事業化に向けて、さらに動作の安定性を向上させる、コストを下げる、構

造をシンプルにしてメンテナンス性を向上させる、などの面からの検討を図り、関節数を

22 軸としたプロトタイプを開発中である。 

JST イノベーションサテライト茨城の育成研究課題終了後、2010 年度を目処に短期リー

スの形での事業化を予定している。 

 

■ 本件問い合わせ先 ■ 

＜記事の内容について＞ 

独立行政法人 産業技術総合研究所 知能システム研究部門 

研究部門長 比留川 博久 

〒305-8568 茨城県つくば市梅園 1-1-1 中央第 2 

Tel：029-861-5967 

E-mail：hiro.hirukawa@aist.go.jp 

 

ゼネラルロボティックス株式会社 

担当者名 小神野 東賢 

〒305-0051 茨城県つくば市二ノ宮 1-13-4 シーズ・ツクバ 2 302 

Tel：029-856-8511 Fax：029-856-8522 

E-mail：t.okano@generalrobotix.com 

 

茨城県立健康プラザ 

担当者名 大高 恵美子 

〒310-0852 茨城県水戸市笠原町 993-2 いばらき予防医学プラザ内 

Tel：029-243-4217 Fax：029-305-5711 

E-mail：otaka@hsc-i.jp 
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独立行政法人 科学技術振興機構 イノベーションサテライト茨城 

担当者名 山下 昌二 

〒305-0047 茨城県つくば市千現 2-1-6 つくば研究支援センターA棟 

Tel：029-898-9533 Fax：029-898-9663 

E-mail：yamashita@ibaraki-jst-satellite.jp 

 

＜プレス発表／取材に関する窓口＞ 

独立行政法人 産業技術総合研究所 広報部 広報業務室 

〒305-8568 茨城県つくば市梅園１－１－１ 中央第２ 

Tel：029-862-6216 Fax：029-862-6212 

E-mail：presec@m.aist.go.jp 

 

ゼネラルロボティックス株式会社 

〒305-0051 茨城県つくば市二ノ宮 1-13-4 シーズ・ツクバ 2 302 

Tel：029-856-8511 Fax：029-856-8522 

E-mail：info@generalrobotix.com 

 

茨城県立健康プラザ 

〒310-0852 茨城県水戸市笠原町 993-2 いばらき予防医学プラザ内 

Tel：029-243-4217 Fax：029-305-5711 

E-mail：kaigo@hsc-i.jp 

 

独立行政法人 科学技術振興機構 広報ポータル部 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5番地 3 

Tel：03-5214-8404 Fax：03-5214-8432 

E-mail：jstkoho@jst.go.jp 

 

【用語の説明】 

◆介護予防リハビリ体操（通称：シルバーリハビリ体操） 

茨城県立健康プラザの大田 仁史 管理者が考案した介護予防のための体操で、寝て・

床で・椅子に座って・立ってとどんな姿勢でもでき、かつ、道具を使わずいつでも・ど

こでも・一人でもできること、および、どの筋肉を使うか・どの関節をどのように動か

すかが明確であることが特徴である。 

 

◆自由度 

ロボットの関節数のことで、動かすことのできる方向の数を表す。前後、左右、上下、

回転などをそれぞれ１自由度と数える。2 つの方向に同時に動かすことができる場合は 2

自由度と数える。 

 

◆シルバーリハビリ体操指導士 

介護予防リハビリ体操を全県に普及させるため、ボランティアとして体操指導を行う
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体操指導士。茨城県が養成し、認定した 60 才以上の住民ボランティア。 

 

◆サーボモーターモジュール 

モーター、減速機、アンプ、コントローラーをモジュールにしたもの。 

 

◆ヨー軸 

鉛直方向の軸を中心に回転する関節のこと。 

 

◆ピッチ軸 

ロボットの左右方向の軸を中心に回転するロボットの関節のこと。 

 

◆RT コンポーネント 

RT ミドルウエアを使って作成されるソフトウエアとしてモジュール化されたロボット

の構成要素となる機能部品。ハードウエアとそれを制御するソフトウエアを組み合わせ

たものと、ソフトウエアだけのものがある。共通したインターフェースを持つため、RT

ミドルウエアを使って製造メーカーが異なる RT コンポーネントを互いに連携させ、新し

い RT コンポーネントを追加して RT スペースを組み上げることが容易である。また、RT

スペースの中で同じ機能を持つ RT コンポーネントの交換は、アプリケーションプログラ

ムの最小限の修正で変更可能になる。ソフトウエア標準化団体 OMG（Object Management 

Group）で仕様が規定されている。 
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